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We report a case of mucinous tubular and spindle cell carcinoma (MTSCC) of the kidney. A 68-year-

old female consulted a primary hospital with a chief complaint of back pain. Computed tomography

revealed the tumor of the left kidney, so she was referred to our department. The tumor, 45×42 mm in

length, was slightly enhanced, and that had well-defined margins. We performed radical nephrectomy.

Pathological findings suggested MTSCC. MTSCC is a rare type of renal cell carcinoma composed of a

combination of low-grade tubular cuboidal cells and spindle cells in a mucinous stroma. The

immunohistochemistry is effective in its diagnosis.

(Hinyokika Kiyo 56 : 159-162, 2010)
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緒 言

Mucinous tubular and spindle cell carcinoma（以下

MTSCC) は2004年 WHO 分類に新たに加えられた腎

癌の組織型である．他の組織型との鑑別には免疫組織

化学的マーカーが有用である．本邦ではこれまでに自

験例を含めて11例の報告例がある．

今回われわれは腎癌の組織型としては稀な MTSCC

の 1例を経験したので若干の文献的考察を加えて報告

する．

症 例

患者 : 68歳，女性

主訴 : 背部痛

既往歴 : 高血圧症，高脂血症

現病歴 : 2007年 7月頃から背部痛を認めたため，近

医を受診した．腹部 CT にて左腎腫瘍を認めたため当

科紹介受診となった．

理学所見 : 身長 149 cm，体重 58 kg

血液・尿検査所見 : Cre 0.37 mg/dl，TP 7.4 g/dl，

CRP 0.03 mg/dl，Hb 12.2 g/dl，尿蛋白−，尿潜血

＋/−，尿白血球−

画像検査所見 : 超音波検査にて左腎上極に内部低エ

コーで血流の低い腫瘤性病変を認め，腹部造影 CT に

て 45×42 mm の淡い造影効果を示す境界明瞭な腫瘤

を認めた (Fig. 1）．明らかなリンパ節腫大は認めな

かった．造影 MRI でも同様に境界明瞭で内部比較的

均一な淡い造影効果を認める腫瘤を認めた (Fig. 2）．

胸部 CT では明らかな転移像を認めず．骨シンチでも

明らかな転移像を認めなかった．

以上の所見から左腎癌 (cT1bN0M0) の診断にて 9

月11日根治的腎摘出術を施行した．腎と周囲組織との

癒着は認めなかった．

肉眼的所見 : 割面は黄白色，境界明瞭で充実性の腫

瘍であった (Fig. 3）．

病理組織学的所見 : HE 染色で核の軽度肥大と核縁

肥厚を示す上皮細胞が増殖して，大小の引き伸ばされ
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Fig. 1. Computed tomography revealed the tumor
in the left kidney that was hypovascular and
had well-defined marigins.
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たような管腔の形成を認めた．管腔周囲にはこの上皮

細胞と核形態の類似した紡錘形の細胞が分布し，また

間質には淡い好塩基性を示す粘液の貯留を認めた

(Fig. 4a）．間質は PAS 染色陽性，alcian blue 染色陽性

であった．免疫組織染色にて AMACR (Fig. 4b），

CAM 5.2，AE 1/3 に陽性を示し，vimentine，CD10

には陰性を示した．以上から mucinous tubular and

spindle cell carcinoma と診断された．術後 1年10カ月

現在再発，転移を認めず外来経過観察中である．

考 察

MTSCC は2004年に改定された WHO 分類に新た

に加えられた，腎細胞癌の組織型の 1つである．1998

年以降，核異型度の低い腫瘍細胞を認める特徴的な組

織学的所見を呈する腎癌として症例報告されており，

低悪性度の集合管癌，あるいは遠位ネフロンへの分化

を示す低悪性度の腎癌などとも報告されていた．2001

年に Parawani らが low-grade myxoid renal epithelial

neoplasm with distal nephron differentiation として腎癌の

独立した分類として提唱した1)のを契機に WHO 分類

に記載されるに至った．

WHO 分類によると超音波検査や CT にて偶然発見

される例が多く，腹部症状や肉眼的血尿を呈するもの

もある．腫瘍の肉眼的特徴としては境界明瞭で割面は

黄褐色調である．

組織学的に核異型度の低い立方形および紡錘形の腫

瘍細胞が管状，束状に配列しており，間質は粘液状で

alcian blue 染色，PAS 染色に陽性を示す．

免疫組織学的には cytokeratins や vimentin，EMA な

ど遠位尿細管マーカーが陽性となり，CD10 や villin

など近位尿細管マーカーが陰性になるなどの性質を示

す2)．

本症例では，免疫組織染色にて集合管マーカーの

AE 1/3 に陽性を示し，近位尿細管マーカーの CD10

に陰性となり，遠位尿細管の特徴を示した．一方，近

位尿細管マーカーである AMACR に陽性を示すなど，

近位尿細管由来とも考えられた．MTSCC の由来に関

しては近位尿細管とするものから遠位尿細管とするも
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Fig. 2. Magnetic resonance imaging revealed the
left kidney tumor measuring 45×42 mm.
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Fig. 4. (a) The histological findings showed cells composed of spindle cells and cuboidal cells forming cords and
tubules. (b) As to immunohistochemistry, AMACR was positive.
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Fig. 3. Macroscopic appearance : The tumor was
circumscribed, white, and had an elastic
consistency.
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のまで様々の文献があり，いまだ定まるものではな

い．

免疫組織染色の傾向をみると，MTSCC は集合管癌

や乳頭状腎細胞癌と類似した特徴を示すため，これら

との鑑別が重要となる．MTSCC と乳頭状腎細胞癌は

両者とも CK7，AMACR，EMA が陽性となるが，

MTSCC では CD10 の陽性率が低いという相違点があ

る．集合管癌はその形態学的特徴と臨床的な悪性度に

よって大部分鑑別されるが，その特徴として高異型

度，周囲正常組織への破壊的浸潤，繊維形成である．

免疫組織化学的には UEA 陽性，CD10 陰性，

AMACR 陰性が集合管癌の診断に有用である．

MTSCC が提唱される以前はその免疫学的特徴から，

集合管癌や乳頭状腎細胞癌に含められていた可能性が

ある．

今回われわれが調べえた限り本邦ではいままでに自

験例を含めて11例の報告があった (Table 1）．WHO

分類によると，MTSCC の発症年齢は17∼82歳で，男

女比は 1 : 4と女性に多いという臨床的特徴をもつ2)．

この11例についてみると発症年齢は33∼78歳（平均

60.4歳），男女比 5 : 6と性差は認めなかった．画像検

査にて発見されたものが 5例，ほかは腹部症状や肉眼

的血尿を呈する症例も認めた．このように MTSCC

に特徴的な症状は認めず，他の腎癌と同様，画像検査

にて偶然発見される例が多く認められた．そのため

か，腫瘍径が大きく T2 以上で発見される例も認めた

が，周囲浸潤，転移は稀で予後は良好なようである．

しかし high grade transformation を示した症例で癌死

の報告7)があり例外も存在するようである．この11例

の平均腫瘍径は 54.3 mm であった．画像検査上の特

徴として，腫瘍の境界は明瞭で，内部均質，造影効果

は乏しい．免疫組織染色に関する記載のある症例につ

いてみると，EMA，vimentin，AMACR の陽性率が高

く，CD10 の陽性率は 0％であった．

MTSCC の遺伝子変化として FISH (fluorescence in

situ hybridisation) 解析の結果，乳頭状腎細胞癌に特徴

的である 7，17番染色体におけるトリソミーやY染色

体の消失はみられない8)．また，淡明細胞腎細胞癌に

特徴的な染色体 3p25 における VHL 遺伝子の欠失も

認められない9)．

今後も症例を積み重ね，免疫組織学的特徴や遺伝子

解析などさらなる追究が課題である．

結 語

MTSCC は2004年 WHO 分類に新たに加えられた

組織型であり，いまだ報告例は限られている．以前は

免疫組織染色の結果などから集合管癌など他の組織型

に分類されていたと思われる．今後は診断法，治療法

の確立などのためさらなる症例の蓄積が必要である．
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